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研究成果の概要（和文）：これまで発達障害児者の家族の相互交流を支援するプログラムを自治体と連携して開
発し，4年間以上継続して行ってきた。その実践を質的・量的調査と分析方法を用いて検討してきた。研究成果
は国際誌へ発表し，開発に至るまでの経緯を明示，さらにその効果の機序について質的な分析を用いて詳細を明
らかにした。また実際のプログラムについて，心理的効果を複数の指標を用いてその効果を確認した。得られた
研究成果は国際学会，国際誌にて発表を行った。
これまでの研究を通して自治体のニーズに応じて利用可能な発達障害児者の家族の相互交流を支援するためのエ
ビデンスに基づいたプログラムの雛形を作ることができたと考えている。

研究成果の概要（英文）：We have developed a program in cooperation with the local government to 
support mutual interaction among families of children with developmental disabilities, and have 
continued to implement the program for more than four years. The practice has been examined using 
qualitative and quantitative research and analytical methods. The research results were published in
 an international journal, and the process leading to the development of the program was clearly 
explained. We also confirmed the psychological effects of the actual program using multiple indices.
 The research results were presented at international conferences and in international journals.
We believe that through our research to date, we have been able to create a model for an 
evidence-based program to support the interaction of families of children with developmental 
disabilities that can be used according to the needs of local governments.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的意義として，これまで十分に検討されてきていない発達障害児者の家族同士の交流への支
援の実践を体系化・理論化を行うことができた。特にプログラム開発とその効果評価を併せて検討を行うことで
単純な効果に関するエビデンスのみならず，その機序を示すことができ，研究手法自体が相互交流支援を検討す
るための研究の枠組みとして提示できたと考えている。
　また，社会的意義として，発達障害者支援法において求められている当事者家族が支え合うことを支援するた
めの具体的なプログラムを示すことができ，今後の発達障害児者の家族支援に対して1つの選択肢を提案するこ
とができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当時より，発達障害のある児童だけではなく，家族への支援の重要性が指摘されてお
り，特に地域での当事者家族同士の支え合いは，孤立感の緩和，安心感の獲得，具体的情報の獲
得など専門家による支援では得られない肯定的な効果が報告されている。一方で，その実践や研
究の体系化・理論化は十分ではない。 
以上を踏まえ，今回の研究では家族同士が支え合うための活動を支援するプログラムの開発

と効果検討を行うことを目的とする。特に家族相互扶助システムの中心である親の会やペアレ
ントメンター事業等と相互補完的に機能するプログラムの開発により，これまで対象とするこ
とが困難であった家族へアプローチする際の方法の 1 つとなると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，地域における発達障害のある児童をもつ親同士の交流・支え合いの機会創出と
促進を目的としたプログラムを開発し，効果の評価を行うことであった。具体的には以下の 3 点
であった。 
（1）親同士の相互交流に関する実態・ニーズ調査 
（2）親同士の相互交流の機会創出と促進を目的としたプログラムの開発 
（3）開発したプログラムの効果に関する探索的・実証的検討 
 
なお，本研究において開発を目指すプログラムは，初期支援としてのアウトリーチ機能，その後
の支援へのつなぎ機能を重視しており，従来の家族支援である親の会やペアレントメンターと
相互補完的に機能することを目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究は（1）家族同士の相互交流に関する実態ならびにニーズ調査，（2）プログラムの立案，

実施，修正，（3）効果指標に関する探索的検討，（4）効果の実証的検討の 4つを行うことであっ
た。具体的な研究計画は以下の通りであった。 
 

（1）家族同士の相互交流に関する実態ならびにニーズ調査:研究の最初の取り組みとして，発達
障害児童の家族 150 世帯程度を対象に，地域における相互交流の実態とプログラムに対するニ
ーズに関する質問紙調査の実施を行うこと。 
（2）プログラムの立案，実施，修正:発達障害のある児童をもつ保護者を対象としたプログラム
について計画，実施を行い，そのプログラムの妥当性や有用性についてスタッフや研究者間で協
議を行い，プログラム自体の修正を行うこと。 
（3）プログラムの効果の指標についての探索的検討:参加者を対象に，プログラムに関する効果
について質問紙調査を実施する，得られたデータを質的研究の方法を用いてカテゴリー分析を
行い，プログラムの効果について実証的検討を行うために必要なアウトカム指標の同定を行う
こと。 
（4）プログラムの効果の実証的検討:（3）で作成されたアウトカム指標と，海外の先行研究に
おいてペアレントメンターによるサポートの効果があるとされているエンパワメント，孤立感
の低減，情緒的健康，自己肯定感と自信，スキルの向上の指標について質問紙調査を行う。特に
有用性や満足度を併せて評価することを予定していた。 
 
 
４．研究成果 
これまで発達障害児者の家族の相互交流を支援するプログラムを自治体と連携して開発し，4

年間以上継続して行ってきた。その実践を質的・量的調査と分析方法を用いて検討してきた。研
究成果は国際誌へ発表し，開発に至るまでの経緯を明示，さらにその効果の機序について質的な
分析を用いて詳細を明らかにした。また実際のプログラムについて，心理的効果を複数の指標を
用いてその効果を確認した。得られた研究成果は国際学会，国際誌にて発表を行った。特に以下
について具体的な研究成果を述べる。 
 
（1）家族同士の相互交流に関する実態ならびにニーズ調査:プログラム実践の経年の申し込み
者の推移やその実施後アンケートの分析を通して，ニーズの量的，質的調査を行った。 
（2）プログラムの立案，実施，修正:発達障害のある児童をもつ保護者を対象としたプログラ
ムについて計画，実施を行い，そのプログラムの妥当性や有用性についてスタッフや研究者間
で協議を行い，プログラム自体の修正を行った。 
 

上記（1）〜（2）について具体的な取組をプログラムのプロセス評価として，「Development and 
Evaluation of a Mutual Support Program for Parents of Children with Developmental 
Disorders in Japan. Advances in Public Health, Community and Tropical Medicine156」と



して報告した。 
 
（3）プログラムの効果の指標についての探索的検討:参加者を対象に，プログラムに関する効

果について質問紙調査を実施する，得られたデータを質的研究の方法を用いてカテゴリー分析
を行い，プログラムの効果について実証的検討を行うために必要なアウトカム指標の同定を行
った。またアウトカム指標の同定については実践を通じてより適切なものを関係者間で適宜協
議を行った。 
 
（4） プログラムの効果の実証的検討:3）で筆者が作成したプログラム後のアウトカム指標と，

POMS2 などの孤立感の低減，情緒的健康などの心理測定尺度を用いて，プログラムの介入研究を
実施した。 
 
上記（3）〜（4）の取組について，「Section 5: Clinical Psychology, Capter20 The 

Effectiveness of a Mutual Exchange Support Program for Parents of Children with 
Development Disorders」にて発表を行った。 
 
以上，4 つの取組を通じて当初の目的を概ね計画通りに達成することができたと考えている。

本研究成果の学術的意義として，これまで十分に検討されてきていない発達障害児者の家族同
士の交流への支援の実践を体系化・理論化を行うことができた。特にプログラム開発とその効果
評価を併せて検討を行うことで単純な効果に関するエビデンスのみならず，その機序を示すこ
とができ，研究手法自体が相互交流支援を検討するための研究の枠組みとして提示できたと考
えている。 
また，社会的意義として，発達障害者支援法において求められている当事者家族が支え合うこ

とを支援するための具体的なプログラムを示すことができ，今後の発達障害児者の家族支援に
対して 1 つの選択肢を提案することができたと考えている。 
 なお，現在本研究で得られた知見を土台として，さらに発展させていく予定である。具体的に
は，より対象を就学前の児童をもつ家族に焦点を絞り，さらに昨今必要性が強く訴えられている
教育と福祉の連携による家族への支援のあり方について，研究課題/領域番号：23K12661「福祉
と教育の連携による発達障害児童家族の相互交流支援プログラムの開発と効果検討」というテ
ーマでさらに実践研究を展開していく予定としている。 
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